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• 本学の概要

• リポジトリ構築までの道のり

• 本学のリポジトリ事業の現状

• JAIRO Cloudの良いところ

• JAIRO Cloudを利用してみて困ったこと

• JAIRO Cloud事業への期待
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神戸松蔭女子学院大学の概要

学生総数：2,351名
(学部生：2,321名 大学院生：30名)

専任教員数：85名

図書館スタッフ：
職員数：12名

（専任4名 非常勤4名 派遣4名）

（2014年5月1日現在）

（2014年10月1日現在）
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2009年度 兵庫県大学図書館協議会のＷＧ参加

2010年度 DRFに参加

近畿における機関リポジトリコミュニティ形成の支援

連続研修会参加

http://cont.library.osaka-u.ac.jp/kinki3/index.html

2011年 9月 共用リポジトリ説明会

11月 利用申込

2012年 1月 紀要遡及分の包括許諾について学術研究会で承認。

運用ガイドの作成 （図書館運営委員会承認）

共用リポジトリシステム講習会

2月 環境引き渡し

4月 運用開始 4

神戸松蔭女子学院大学学術機関リポジトリ
（KARASHI-DANE）

構築までの道のり

http://cont.library.osaka-u.ac.jp/kinki3/index.html
http://cont.library.osaka-u.ac.jp/kinki3/index.html
http://cont.library.osaka-u.ac.jp/kinki3/index.html


２カ月弱で

公開・運用開始！
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2012年5月15日(火) JAIROにデータ提供開始。

2012年7月10日(火) CiNii連携されていることを確認

2012年9月21日(金) DRF地域ワークショップ（近畿）開催

2012年9月25日(火) OAIプロバイダーリストに登録

2014年7月30日(水) junii2 version3.1対応メタデータ・マッピング修正

2014年8月11日(月) JaLCへ準会員として参加

2014年8月29日(金) JaLC DOI登録システム連携検証に参加、

DOI付与開始

2014年9月29日(月） JaLC DOIの動作確認

神戸松蔭女子学院大学における
リポジトリ事業の状況
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• 簡単！

• 無料！

• サーバーの管理をしなくてよい！

• 困った時はコミュニティに質問できる！

• NIIという信用ある機関による事業であるため安心！

学内の承認が得やすかった！

• ヴァージョンアップもしてもらえる！

• 業務の引き継ぎも簡単なマニュアルでOK!

• WEB上で統計が確認できる！

• デザインが見やすい

JAIRO Cloudを使って良かった♪ (１)
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・ 学位規則の改正により、博士論文の公開
が義務化されたものの、

小規模大学ではJAIRO Cloudがなければ
その対応は不可能であった。

・ 未構築館のみならず、筑波大学など既構
築館も参加され、今後も導入大学の増加
が予想され、益々機能改善などが期待で
きるため、安心である。

JAIRO Cloudを使って良かった♪（2）
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• 一度登録したコンテンツのアイテムタイプが修正できな
い。

• 一括登録で使用したデータがないと、一括修正ができな
い。

• 利用者IDのメイルアドレス変更の方法がわかりにくい。

• コンテンツ登録時の通知を送ることができない。

• 非公開としているコンテンツの把握が困難。

• フィードバックメイルのテンプレートが変更できない。

• バックアップのための全件エクスポート機能がない。

• 一括登録が難しい。 等々

JAIRO Cloudを使っていて困った点 (１)
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• バージョンアップの内容がわかりにくい。

• マニュアルが不充分。

• コミュニティで質問すべき項目か、事務局で対
応してもらうべきかわかりにくい。

• コミュニティ内で知りたいことを探しだすのが
難しい。

JAIRO Cloudを使っていて困った点（２）
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• 有料化の時期が思ったより早かった上、高額
だった。

• NII様のサポートなしでは、難しい！

• 先月のアンケートで示された将来構想について
の不安。

JAIRO Cloud 今後どうなるの？
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• 簡単に操作できる

→簡単に重大なミスをしてしまう。

いつの間にかデータを簡単に消去！

• サーバーやシステムの管理が不必要

→仕様がよくわからず、苦労する場合もある。

• ほぼ定期的にヴァージョンアップしてくれる。

→作りこんだデザインやデータが崩れる。

→コミュニティ内の情報が古い。

良い点、悪い点は表裏一体
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http://www.nii.ac.jp/csi/openforum2014/docs/c-1_takahashi.pdf

学術情報基盤オープンフォーラム2014/5/29
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http://www.nii.ac.jp/csi/openforum2014/docs/c-1_takahashi.pdf

学術情報基盤オープンフォーラム2014/5/29
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http://www.nii.ac.jp/csi/openforum2014/docs/c-3_maeda.pdf

学術情報基盤オープンフォーラム2014/5/29
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• どんな機能が必要か？

それをどのような仕様で実現するか？

• マニュアルの整備

コミュニティ内の情報を更新しやすい形に

• コミュニティ内の発言がしにくい！

→コミュニティ掲示板を非公開に

→掲示板2本立て？

みんなで育てるシステムへ！

19

https://community.repo.nii.ac.jp/


• JAIRO Cloudの運営に関する議論をする機会。

• 実務担当者のための定期的な研修会、説明会。

顔が見える
コミュニティへ
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JAIRO Cloud の可能性 ∞
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